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主  論  文  の  要  旨  

「The effect of anastrozole on bone mineral  densi ty during the fi rst 5 years of 

adjuvant treatment in postmenopausal women wi th early breast cancer (閉経後

乳癌の術後補助療法におけるアナストロゾール投与による 5 年間の骨密度への

影響 )」  

東京女子医科大学東医療センター  乳腺診療部  

（指導：平野  明准教授）  

井上  寛章   

Springer Plus 雑誌  第 4 巻  303 頁  DOI 10.1186/s40064-015-1096-2 

（平成 27 年 7 月 1 日発行）に掲載  

【要  旨】  

 ホルモン陽性閉経後乳癌患者においてアロマターゼ阻害剤の投与は骨密

度の減少と関連があるといわれている。今回術後補助療法としてアロマターゼ

阻害剤であるアナストロゾール (ANA)を投与した患者の長期間の骨密度の推移

を検討した。2004 年から当院で ANA が処方された患者を対象とした。骨密度の

測定は DEXA 法 (dual-energy X-ray absorptiometry)を用い腰椎、大腿骨頚部の

2 カ所を 0,6,12,24,36,48,60 ヶ月の時点で測定を行った。T-スコアが -2.5 以下

の骨粗鬆症例にはビスフォスフォネート (Bis)の内服を追加した 2004 年から

2011 年の間に 55 人が今回の研究の対象となり、観察期間の中央値は 53.6 ヶ月

であった。 35 人は Bis との内服を併用していた。 ANA 開始 6 ヶ月の時点で骨密

度は腰椎では 0.5%減少、大腿骨では 1.5%減少した。 60 ヶ月の時点では腰椎は

1.9%増加、大腿骨では 1.5％減少した。腰椎において当初から Bis を併用した

群では 24ヶ月で 5.4％増加、併用していない群では 4.3％減少した (P<0.0001)。

骨折を来した症例は 4 例であった。腰椎では Bis を併用することで ANA による

骨密度低下を抑え、安全に投与することが可能になると考えられる。  


